
 

私の前任者の梅木公子先生が病院長をな

さっていた頃、一緒に働きながら何と人脈の広

いことかと思っていました。どんな秘訣があっ

てこんなに人とつながることができるのだろ

う、とその頃は思っていましたが、事業を成す

のに人とのつながりはとても大事で、そういう

人間関係を構築する努力をしていたのだと思

います。私が病院長になった時、人脈の乏しさ 
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を大変心細く感じていました。その後病院長

と役割を果たしながら、たくさんの方に助けら

れていると感じます。多くの方との出会いや

めぐり合わせがあり、私の歩みは支えられ力

をいただいています。 

 出会いは偶然ではないように思います。あ

る講演会を聴いていた時、演者の方が「自分

の生き方に大きな影響を与えた、と思う人が 



いますか」という質問をして少し時間を取

って考えるように言いました。その時、私

は考えるまでもなく一人の方が瞬時に浮

かびました。高校３年生の時の担任の先

生です。私に医学部に進学するよう勧め

てくださいました。それは今の私につなが

る大きな方向づけでした。 

 その時々の出会いは点のようなもので、

それぞれにつながりを感じることは若いこ

ろはありませんでした。最近、その点と点 

  

がつながり、線で結ばれていくような感覚

を感じるようになりました。あの時のあの

出会いは、このことの準備だったのだと。更

に立体的になっていく感覚に最近なってい

ます。多くの人との出会いが私の人生を導

き、形作っていると。出会いは私が生きて

いくために神様が準備してくださった大切

な贈り物だと感じます。だから一つひとつ

の縁を大事に、ていねいに受け止めていき

たいです。 

（院長 山中淳子） 
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St. Mary Hospital 

新年度はじめ 

令和８年度の始動にあたり、山中院長よりあ

いさつがあり、理念の実践に向け「１日１回、患

者さんの笑顔を引き出す」との行動目標が掲げ

られました。患者さんと接する機会が少ない部

署でも、仲間同士で笑顔を引き出し合い、組織

の活性化を目指します。「職員一人ひとりの力

が不可欠。一丸となり理念を具現化していきま

しょう」と言われました。その後新入職員の紹介

があり、各々の部署に戻り新年度の業務を開始

しました。 

 



  

復活祭ミサ 
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マリアの風 2026 / ４－５ 

 

４月５日 主の復活の祭日に当院でもミサが執り行われました。入院中の信徒の方々に加

え、在宅や施設で過ごされている方々、そして修道院のシスターたちも参列し、会場は喜び

に満ちた厳かな雰囲気に包まれました。参加された方からは、「ともに祈る機会を得られて

励みになった」「復活の喜びを分かち合えて感謝している」といった温かな言葉をいただき、

希望を分かち合う貴重なひとときとなりました。 
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聖マリアンナ医科大学との連携 

 

マリアの風 2026 / 4－５ 

 

聖マリアンナ医科大学の大平義之主任教授が来院さ

れ、病院見学と情報交換を行いました。同大学の医学生

や研修医の皆さんへ五島や離島医療の魅力を発信して

いただけるとのことで、とても心強いつながりです。 

 さらに、山中院長が聖マリアンナ医科大学の客員教授

に委嘱されました。双方の医療機関の連携がますます深

まりそうです。 

 

 

地域清掃活動 

 
４月 11 日、SDGs 委員会の呼びかけで病院周囲の清掃活動を行いました。天候に恵まれ、

初夏のような陽気のなか、参加者はトングとごみ袋を手に道路脇や空き地のごみを拾い歩きま

した。活動中、その様子を見ていた中学生が「一緒にごみ拾いします」と声をかけてくれ、仲間に

加わってくれました。見ず知らずの大人たちの中に飛び込み、共に行動する中学生の姿に、参加

者一同、驚きとともに深い感動を覚えました。 

 

 

 



  

６月中旬まで地域研修でお世

話になります、研修医２年目の

三原と申します。長崎出身です

が、五島に来るのは初めてで

す。最初は不安でしたが、接す

る一人一人がやさしく、大変助

けられています。魚釣りをした

ことがないので、この機会にで

きたらなと思っています。 

２か月間、どうぞよろしくお願

いします。 

飯野 研一郎  

Dr. Iino Kentaro 

 

◇出身地… 長崎県 

◇趣味…運動することが好きです。去年から 

ブラジリアン柔術をはじめてみました。 

◇志望科… 整形外科 

◇研修期間…令和８年４月１９日～６月１３日 

■研修医紹介～はじめまして～ 

 

三原 良介  先生 

Dr.Ｍｉｈａｒａ Ryosuke 
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３月末で出向の期間を終えた 

理学療法士 石井勇気さん 

五島での 4 ヶ月の生活が終わりました。五島へ行くこ

とになった時は、離島ということもあり、楽しみより不安

の方が大きかったことを覚えています。いざ生活してみ

ると、美味しい食べ物や綺麗な景色を堪能することがで

きて、とても充実した生活を送ることができました。 

担当患者様は超高齢であることが多く、複数の疾患を

抱えているケースがほとんどでした。リスク管理を行い

つつ、短い時間の中で機能改善を図る難しさを改めて感

じました。優先順位を立て、効率的なリハビリを提供で

きるように、これからも頑張りたいです。職員の方に優し

く接していただき、とても働きやすい環境で業務を行う

ことができました。寒い時期ということもあり、海に入る

ことが出来なかったので、また暖かい時期に来たいと思

います。短い期間でしたが、お世話になりました。 

 

■リハビリ出向～お世話になりました～ 



 雨の多い４月でしたが、「４月の雨は５月

の花を運ぶ」という言葉があるそうです。

薫風吹く聖母月。美しい野の花々や庭の

植物が、わたしたちの目を楽しませてくれ

ることでしょう。一方で、数年前から続く物

価高騰や、長引く紛争の影響による品薄、

エネルギー供給への不安など、日々の生活

に突きつけられた課題は、世界の平和がい

かに私たちの日常と地続きであるかを教え

ています。先行きが見通しにくい日々が続

きますが、五月の光に希望を見出し、とも

に祈りを深めていきたいものです。 

     （編集者） 

今 月 の 写 真 
 

 

 

                                                            

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

St. Mary Hospital 

病院駐車場では、今年も黄色

いラッパ水仙が春の訪れを告げ

てくれました。ツツジ、藤が後に

続き季節の移ろいを感じさせて

くれています。 

編集者より 

 

 

マリアの風 2026 / ４－５ 

 

５月 ４ 日（月） まごころひろば            

        

５月 ７ 日（木） 下五島地施設長会 研修会 

 

５月１５日（金） 防火訓練 

 

５月３０日（土） 聖母月の集い 

 

 

◆  行事予定 ◆ 

おしらせ 

 

次回発行日は令和８年７月 1 日です。 

お 知 ら せ 


